
1. 受付にて出席登録をお願いします。
2. 受付でお伝えしたテーブル番号の空いている席にご着席く

ださい。
3. ネックストラップに本日呼ばれたい名前（ニックネームな

ど）をご記載し、首からお下げください。

4. 本日のワークショップは、記録・広報用に写真を撮らせて
いただきます。支障がある場合は、お手間をおかけします
が、事務局までお声がけいただきますようお願いいたしま
す。

5. 会場内での食事はできません。
6. 水分補給は水とお茶のみになります。その他の飲み物は一

度会場を出て摂取してください。

【お願い事項】

たまっち

例

他の参加者の方に見やすいように、「はっきりと、

大きく」書くのがポイントです！



総合計画策定に係る
市民ワークショップ

令和５年５月
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開会の挨拶
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本日の趣旨



多摩市総合計画
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多摩市総合計画とは？

◼ 多摩市の将来都市像や分野別の目指すまちの姿、それを実現する施策を示し、市のすべての行政

計画の最上位に位置づけられる計画

◼ 行政運営の基本となる指針

◼ 市民のみなさんをはじめ、多摩市に関わるすべての人々と行政とで作り上げ、一体となって推進

していくもの

将来都市像
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多摩市総合計画は、市政・地域づくりの最上位に位置づけられる
計画です

基本構想

基本計画

多
摩
市
総
合
計
画

・まちづくりの基本理念
・将来都市像
・分野別の目指すまちの姿
・行財政運営の基本姿勢など

・政策
・施策

部門別計画

個別計画
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市民の将来に対する想いを、次の計画に繋げたいと考えています

多摩市
総合計画
（第五次）

多摩市
総合計画
（第六次）

未だ見ぬ
未来へ

令和４～５年度
をかけて策定
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みなさんのアイデアは、総合計画の「基本計画」部分を策定する
ための検討材料とさせて頂きます

基本計画の策定

基本構想の策定

令和４年度 令和５年度

市民
ワークショップ

市民
ワークショップ

昨年１０月に開催
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前回のワークショップでは、多摩市の将来像について、多摩市の
魅力や多摩市への想い、願いを出していただきました
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「１０年後の多摩市はどんなまちになっていて欲しいか？」に対する意見数
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多摩市の概要
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税収はほぼ横ばいである一方で、義務的経費は扶助費が増加し続
けています

多摩市の市税収入・義務的経費の推移（一般会計決算）

本市の財政
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総人口は今をピークに減少段階に入り、子ども人口と生産年齢人
口が減少し、高齢化率は上昇すると予想されます

多摩市の将来展望（「多摩市人口ビジョン」より）

本市の人口
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基本構想においては、6つの分野の「目指すまちの姿」を設定し、
それぞれ取組を推進しています

本市の施策体系

【目指すまちの姿１】
子育て・子育ちを

みんなで支え、子ども
たちの明るい声が

ひびくまち 【目指すまちの姿２】
みんなが明るく、安心
して、いきいきと暮ら

しているまち

【目指すまちの姿３】
みんなで楽しみながら
地域づくりを進める

まち
【目指すまちの姿４】
働き、学び、遊び

みんなが活気と魅力を
感じるまち

【目指すまちの姿６】
人・自然・地球

みんなで環境を大切に
するまち

【目指すまちの姿５】
いつまでもみんなが住
み続けられる安全で

快適なまち
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社会の動向と本市の近況を踏まえ、第３期基本計画では３つの重点課題を設定
し、横断的な視点のもとで、各施策に反映させながら取組を推進してきました。

社会動向と本市の近況

人口減少社会の到来・少子高齢化の進行

先行きを楽観視できない経済情勢

ICTの進展がもたらす社会構造の変革

価値観・ライフルスタイルの変化・多様化

SDGs等の社会・経済・環境の諸課題の解決

人口減少社会・少子高齢化の進行

公共施設の老朽化・建替え

市民と行政の協働のまちづくり

義務的経費の増加

社会の動向 本市の近況

「健幸まちづくりのさらなる推進」に向けた３つの重点課題

超高齢社会への挑戦
若者世代・子育て世代が幸せ
に暮らせるまちの基盤づくり

市民・地域と行政との新たな
協働のしくみづくり

社会資本の老朽化等への対応
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多摩市の主な取組
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多摩市の施策の説明

子育て・教育

子どもを育てることがうれしいと思えるまちづくり【子育て・子育ち】 人と学びを未来につなぐまちづくり【教育】

A1-1

A1 A2

子どもの健やかな成長への
支援

A1-2 子育て家庭への支援

A1-3
子育て・子育ちを育む地域づ

くり
A1-4

子ども・若者に対する多角的
な支援

A2-1
確かな学力を育む教育の推

進

A2-3

豊かな心を育む教育の推進A2-2

健やかな体を育む教育の推
進

A2-4
児童・生徒の学びを支える

環境づくり

1. 子育ちのための支援
⚫ 子どもと親子の居場所づくりの
推進

⚫ 青少恊地区委員会活動の支援

⚫ 体験・社会参加の充実

2. 子どもの人権の尊重
⚫ 児童虐待の防止と早期発見

1. 安心できる保育体制の充実
⚫ 保育所及び学童クラブ待機児
童対策の強化

⚫ 持続可能な魅力ある保育サービ
スの提供

2. 安定した家庭生活に向けた支
援
⚫ ひとり親家庭への支援

⚫ 児童虐待の防止と早期発見・
早期支援

⚫ 地域子育て支援拠点の機能強
化

1. 地域社会全体での子育て支
援
⚫ 地域コミュニティによる子育て支
援の充実

⚫ 地域における見守り活動の充実

⚫ 持続可能な放課後子ども教室
活動の運営

1. 支援が必要な若者に対する
切れ目のない支援体制の確
立
⚫ 世代に応じたひきこもり支援の推
進

⚫ 地域の中での支援ネットワークづ
くり

⚫ 子ども・若者を支援するしくみづ
くり

1. 新学習指導要領の全面実施
に伴う教育課程の充実及び
指導方法の工夫・改善
⚫ ESDの推進
⚫ 英語教育や情報教育の推進

⚫ 多様な学習機会の提供

1. 道徳教育や集団活動を通した
人権尊重の精神の涵養や人間
関係形成力の育成
⚫ 道徳性・社会性の育成を重視した
教育の充実

2. いじめや不登校の未然防止と
組織対応を重点とした取組の
推進
⚫ 未然防止や早期発見・早期対応
に向けた確実な取組の推進

⚫ 保護者・関係機関等との連携

1. 健康の保持増進のための指導
の充実
⚫ 健康教育の充実

⚫ 食育の推進

⚫ アレルギー疾患対応体制の充実

2. 体力向上に向けた教育活動
の充実
⚫ 体力向上に向けた取組の推進・
充実

⚫ 持続可能な部活動の環境整備

1. 児童・生徒・学校への支援の推
進
⚫ 学校施設・設備等の老朽化対応

⚫ ICT機器の活用推進及び計画的
な更新

⚫ 児童・生徒一人ひとりの状況に応
じた支援の充実

⚫ 就学支援の実施

2. 地域との連携の推進
⚫ 学校と地域の連携・協働の推進

⚫ 安心して登下校できる環境づくり
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代表的な取組の例

子育て・教育

子育ちのための支援

⚫ こどもひろばOLIVEの
開設など、地域子育

て支援拠点の充実に
向けた取組の推進

⚫ 青少協地区委員会
活動の支援

安心できる保育体制の充実

⚫ 保育所・学童クラブに

おける待機児童解消

や保育の質向上への
取組

⚫ 保育の質向上への取
組

⚫ 放課後の子どもの居

場所の充実・拡大への
取組

子どもの人権の尊重

⚫ 子ども家庭支援センターに

おける、子どもと家庭に関
するあらゆる相談への対応

⚫ 児童虐待防止に関する講

座や動画配信など啓発活
動の実施

⚫ 「多摩市子ども・若者の権

利を保障し支援と活躍を
推進する条例」の施行

学びを支える環境づくり

⚫ 計画的な学校施設の改
修やトイレ洋式化の推進

⚫ 特別教室や中学校体育
館へのエアコン導入

⚫ 市内小・中学校の地域
学校協働本部への移行

⚫ 全市立小・中学校へのコ
ミュニティ・スクールの導入

いじめや不登校の未然防止と組織対応を
重点とした取組の推進

⚫ いじめ防止に関する
啓発

⚫ いじめに関する授業の
実施

⚫ 不登校生徒を対象と
した教育課程の実施

⚫ 一人ひとりの状況に
応じた支援の実施

新学習指導要領の全面実施に伴う教育課
程の充実及び指導方法の工夫

⚫ SDGsを踏まえたESDの
充実

⚫ 多摩市子どもみらい
会議の実施

⚫ 英語教育やプログラミ
ング教育の推進

⚫ タブレットを活用した
授業の実施
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多摩市の施策の説明

健康、医療、介護、福祉

生涯にわたって健やかでいきいきと暮らせるまちづくり

【健康・医療】
だれもが安心して暮らせる支え合うまちづくり【地域福祉】

B1-1

B1 B2

ライフステージに応じた

健康支援と健康づくり
B1-2 健康を支えるネットワーク B2-1

地域福祉及び権利擁護の
推進

B2-2
セーフティネットによる生活支

援

1. 妊娠期から子育て期にわたる
切れ目ない支援の充実
⚫ 包括的な支援体制の構築

⚫ 関係機関との連携強化

2. 質の高いがん検診の実施及び
受診率向上の取組
⚫ 科学的根拠に基づいたがん検診
実施体制の充実

⚫ AYA世代のがん患者への支援

3. 健康づくり活動のさらなる充実
⚫ 健康づくり活動と食育の推進

4. 受動喫煙防止対策の強化
⚫ 受動喫煙防止条例に基づく取
組

1. 保健・医療・介護の連携体制
の充実
⚫ 多摩市版地域医療連携構想の
策定

⚫ 救急医療体制の充実

⚫ かかりつけ医・歯科医の啓発

2. 予防接種の推進
⚫ 定期予防接種の機会確保に向
けた取組

3. 医療保険制度の適正な運営
⚫ 国民健康保険制度の適正な運
営

1. 地域福祉の推進
⚫ 多摩市社会福祉協議会との連
携と支援

⚫ 市民による地域福祉活動への
支援と参加の促進

⚫ 民生委員・児童委員活動の充
実

⚫ 自殺予防への取組

2. 権利擁護の推進
⚫ 成年後見センター・権利擁護セ
ンターの機能強化

1. 生活困窮者の包括的な相談
支援の充実
⚫ 生活困窮者を自立相談支援機
関に早期に繋げるしくみづくり

⚫ 「早期」・「予防」の視点に立った
自立支援の強化

⚫ 貧困の連鎖を防ぐための支援の
強化

2. 犯罪被害者等支援の推進
⚫ 犯罪被害者等支援の強化
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多摩市の施策の説明

健康、医療、介護、福祉

高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり【高齢者福祉】 障がい者が安心して暮らせるまちづくり【障がい者福祉】

B3-1

B3 B4

地域生活における

高齢者支援
B3-2

介護・フレイル予防、生きが
い対策の推進

B4-1
地域生活における障がい者

（児）支援
B4-2

障がい者（児）の暮らしや
すい環境づくり

1. 地域包括ケアシステムの深化・
推進と高齢者の生活を支える
サービスの充実
⚫ 地域包括支援センターの組織及
び機能の強化

⚫ 認知症対策の推進

⚫ 高齢者が暮らしやすい地域づくり

⚫ 在宅医療・介護連携の推進

2. 介護保険制度の健全な運営
⚫ 制度の適正な運営とサービスの
提供

1. フレイル予防の充実
⚫ TAMAフレイル予防プロジェクトの
定着

⚫ 介護予防事業の充実

⚫ 介護予防活動による地域づくり
の推進

2. 高齢者の生きがいづくりの推
進
⚫ 高齢者の就労支援の推進

⚫ 社会参加・交流の促進

1. 相談支援体制の充実
⚫ 相談支援の充実

⚫ 支援人材の育成

2. サービス体制・活動の場の充
実
⚫ サービス体制の充実

⚫ 多様なニーズに対応した活動の
場の確保・拡大

3. 障がい者（児）への支援の
充実
⚫ 就労への支援

⚫ 制度の狭間にある障害への対応

1. 保健・医療・教育・雇用等の
関係機関との連携強化
⚫ 関係機関との連携・協議等を通
じた障がい者支援の推進

2. 障害への理解・差別解消の促
進
⚫ 障害への理解促進

⚫ 障がい者差別解消条例の制定

3. 地域における相互支援体制の
構築
⚫ 日常の見守り・支援体制づくり

⚫ 地域における相互支援体制の
構築
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代表的な取組の例

健康、医療、介護、福祉

健康づくり活動のさらなる充実

⚫ 体操や栄養に関する

講座やウォーキングな
ど地区活動の実施

⚫ ウォーキングコースの紹
介動画を作成

⚫ 40歳向け健幸啓発
情報誌「for 40」の配
布

地域福祉の推進

⚫ 地域福祉推進委員会

を起点とした地域内で
支え合う取組の推進

⚫ 多摩地域・企業大学

等連絡会を中心にフー
ドドライブ事業の実施

⚫ ゲートキーパー研修動画

の公開や自殺対策講
演会の実施

保健・医療・介護の連携体制の充実

⚫ かかりつけ医を持つ意
義の啓発

⚫ かかりつけ医や介護

事業者、家族、地域

包括支援センターなど

地域における連携の
強化

障がい者（児）への支援の充実

⚫ 障がい者やその家族等への相談支援事
業

⚫ 就労の相談支援や定着支援

⚫ 障がい者の自立促進や社会参画、生き
がいづくり等の支援

⚫ 「多摩市障がい者への差別をなくし共に

安心して暮らすことのできるまちづくり条
例」の施行

高齢者の生きがいづくりの推進

⚫ シルバー人材センター
の取組を支援

⚫ 多様なボランティア活

動・市民活動へ参加
するための支援

生活困窮者の包括的な相談支援の充実

⚫ 生活困窮者やひきこ

もり相談等の窓口の

「しごと・くらしサポート
ステーション」の開設

⚫ 生活困窮者に対する

就労支援や居住支
援相談等を実施
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多摩市の施策の説明

市民活動、コミュニティ

生涯学習、文化

地域で支え合い、暮らせるまちづくり

【市民活動、コミュニティ】
豊かな心を育む、学びと文化、交流のまち

づくり【文化・スポーツ・交流】

C1-1

C1 C2

多様な担い手による地域づくりの推進

C1-2 市民主体による地域づくりの推進

C2-1誰もがいきいきと学び、活動する環境づくり

C2-2 多様な交流による地域づくり

1. 地域づくりの推進
⚫ 地域の支え合い活動への支援

⚫ 大学・企業等と連携した地域づくりの推進

2. コミュニティ施設のさらなる活用とあり方の検
討
⚫ コミュニティ施設等の活用と整備

1. 次の時代の地域リーダーの養成
⚫ 現役世代の地域参加・行政への参画の促進

⚫ 地域をコーディネートできる人材の育成

2. 地域自治を推進するためのしくみづくり
⚫ 地域懇談会の開催、地域委員会の設置

⚫ 地域担当職員の配置

1. 多様な文化、スポーツ、学習活動の環境整
備
⚫ 多様な活動を支える環境整備

⚫ 市民活動を支えるための連携強化

2. 多様な学びや活動のニーズに応える機会提
供
⚫ 文化、スポーツ、学習活動の振興と機会提供

⚫ スポーツ活動を通じた健康増進と生きがいづくり

⚫ 東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とし
たスポーツの気運醸成とレガシーの創出

1. 多様な交流によるコミュニティの醸成
⚫ 多文化共生の取組の推進

⚫ 東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とし
た国際交流の推進

⚫ 地域間の連携・交流、地域内交流、世代間交
流の推進

だれもが平等に互いに尊重し合うのまちづ
くり【平和・共生】

C3

C2-3 文化の継承と創造

1. 文化の継承と創造
⚫ 文化・歴史の継承と発展

⚫ 新しい文化の創造と発信

C3-1 平和の希求と人権の尊重

C1-2 男女平等・男女共同参画の推進

1. 平和事業の充実
⚫ 平和意識の普及・啓発の推進

2. 人権課題に対する取組の推進
⚫ 人権教育・啓発の推進

1. 男女平等参画社会の実現に向けた取組
⚫ 女性の視点を大切にしたまちづくりの推進

⚫ 男女平等・男女共同参画に向けた啓発事業の
展開と支援

⚫ SOGIに関する取組の推進
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代表的な取組の例

市民活動、コミュニティ

生涯学習、文化

次の時代の地域リーダーの養成

⚫ 「多摩市若者会議」

との協力・連携を推
進

⚫ 「わがまち学習講座」

「地域課題講座」など、

地域で活動する人材
の養成講座の実施

多様な学びや活動のニーズに応える機会提
供

⚫ 図書館、公民館、パル

テノン多摩が連携した、

より深い学び、市民活
動、交流の場の提供

⚫ 東京ヴェルディや読売

巨人軍等と連携したア

スリートと交流する機
会の創出

多様な文化、スポーツ、学習活動の環境整
備

⚫ パルテノン多摩の運営

⚫ 市民活動・交流セン
ターの整備

⚫ 図書館ネットワーク全

体を支える中央図書

館の整備による、図
書館サービスの充実

⚫ スポーツ施設・設備の
整備・充実

人権課題に対する取組の推進

⚫ 小・中学校における人

権教室など、人権に

関する啓発活動の実
施

⚫ 性的指向・性自認に

課題を抱える当時者

カップルが安心して暮

らせるよう「多摩市パー

トナーシップ制度」を導
入

平和事業の充実

⚫ 非核平和都市宣言

⚫ 子ども被爆地派遣事

業などにより、平和の
尊さを次代へ継承

⚫ 平和首長会議などへ

の参加を通して、全国

の自治体と連携して
平和への意識を浸透

多様な交流によるコミュニティの醸成

⚫ 多摩市国際交流センターと

連携し、日本語教室の開催

や月刊生活情報誌の発行に
よる多文化共生社会の実現

⚫ 友好都市である長野県富士
見町と交流体験事業の実施

⚫ コミュニティセンターや自治会・
管理組合の事業の推進

⚫ 地域内、世代間交流の推進
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多摩市の施策の説明

産業振興、雇用、観光

人々が集い、働く、活気と魅力あふれるまちづくり【産業振興・雇用・観光】D1

D1-1
産業振興による地域経済の

活性化の推進

D1-2
観光の視点からの

まちの魅力づくりの推進

1. 社会経済情勢の変化に対応する産業の
振興
⚫ 中小企業等への支援

⚫ 商店街振興の推進

⚫ 新たなしくみによる産業振興の推進

⚫ 国・都の制度を活用した企業支援

⚫ 企業誘致の推進

2. 就労しやすい環境の提供
⚫ 就労支援の推進

1. 観光資源の活用とまちの魅力の発信
⚫ 観光資源を活用した取組

⚫ 東京2020 オリンピック・パラリンピックを契機と
した取組

⚫ まちの魅力を発信

2. 様々な主体と連携した観光振興の展開
⚫ 担い手づくりの推進

⚫ 広域的な観光振興の展開

D1-3
農業者と市民が支える

都市農業の推進

1. 魅力・活力ある都市農業の展開
⚫ 農業経営の充実と安定化

⚫ 担い手の育成

⚫ 農地の保全と活用

⚫ 市民と共に支え合う都市農業

D1-4 拠点地区活性化の推進

1. 駅周辺拠点地区の活性化
⚫ 聖蹟桜ヶ丘駅周辺地区の活性化の推進

⚫ 多摩センター駅周辺地区の活性化の推進

⚫ 永山駅周辺地区の活性化の推進
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代表的な取組の例

産業振興、雇用、観光

社会経済情勢の変化に対応する産業の振
興

⚫ 多摩市商店街チャレ

ンジ戦略支援事業を

実施し、商店会が行
うイベントなどを支援

⚫ 市内に事業所を有す

る中小企業者等が連
携する事業への支援

観光資源の活用とまちの魅力発信

⚫ 多摩市観光まちづくり交

流協議会を設立し、各種

イベントへの参加や
Instagramの立上げなど多
摩市の魅力を発信

⚫ 大学生等からアイデアを

公募し、地域経済を活性

化する「多摩地域マイクロ

ツーリズムプロジェクト」の
取組の推進

駅周辺拠点地区の活性化

⚫ 聖蹟桜ヶ丘かわまちづ
くりの取組

⚫ 多摩中央公園周辺

エリアの賑わいづくりに

向けた公園内及び周
辺施設の連携

⚫ 永山駅周辺の再構

築に向けた勉強会の
再開

魅力・活力ある都市農業の展開

⚫ 地場野菜の学校給
食への供給

⚫ 農業後継者育成セミ

ナーの実施による若手
後継者への動機づけ

⚫ 農業ウォッチングラリー

や家族体験農業によ

る都市農業の理解の
促進
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多摩市の施策の説明

都市づくり、住宅、防災、交通

安全・安心のまちづくり【防災・防犯】 安心して快適に暮らし、移動できるまちづくり【まちづくり】

E1-1

E1 E2

減災・防災体制のさらなる強化

E1-2 暮らしの安全を守るまちづくりの推進

E2-1 次世代につなぐ都市づくりの推進

E2-2 適正な公共施設等の維持・更新

1. 災害に強いまちの形成
⚫ 市民の防災意識の向上と自主防災組織の活性
化

⚫ 住宅の耐震化の促進

⚫ 消防団の充実

⚫ 自然災害への対策

1. 地域における防犯活動の推進
⚫ 市民の防犯意識の向上及び自主防犯活動への
支援

⚫ 自主的な防犯活動団体の結成及びネットワーク
化の促進

⚫ 防犯に向けた市民協働の取組

⚫ 消費者相談・保護の推進

⚫ 「空き家」対策の推進

1. 計画的な街づくりの推進
⚫ 都市計画に関する基本的な⽅針の推進

⚫ 地域特性に応じた街づくりの推進

2. ニュータウン再生の推進
⚫ 多摩ニュータウン再生の推進

3. 既成市街地の都市基盤整備の促進
⚫ ⾯的整備の促進

4. 自動運転等の次世代交通システムの実現
⚫ 次世代交通システムの導入に向けた検討

1. 公共施設等の適切な保全更新の推進
⚫ 公共施設等の管理計画の推進

⚫ 道路・橋りょう等施設の維持・更新

⚫ 下⽔道施設の維持・管理及び改築・更新

⚫ 生活環境施設の維持

E2-3 安全で快適な移動空間の確保

1. 安全で快適な道路環境の整備
⚫ 人にやさしい道づくりの推進

⚫ 道路交通環境の充実

⚫ 自転⾞利用環境の充実

E2-4
街の活力を高める

交通ネットワークの強化

1. 地域性に配慮した交通環境の充実
⚫ まちづくりを支える公共交通網の再構築

⚫ 駐⾞・駐輪対策の推進

⚫ 交通のバリアフリー化の推進

2. まちの魅力と活力を高める広域交通網の
充実
⚫ 広域交通網の整備促進

⚫ 広域幹線道路網の整備

E2-5
良質な住宅の確保と

居住環境の形成の促進

1. 住宅ストックの活用
⚫ 既存住宅の維持・改善

⚫ マンション居住の情報提供・支援

⚫ 空き家・空き室対策の推進

2. マンション再生の支援
⚫ マンション管理組合の合意形成の支援

⚫ 優良建築物等整備事業の推進

3. 地域で住み続けられる居住環境の整備
⚫ 住替え・居住支援協議会の運営

⚫ 隣居・近居の促進

⚫ 良質な住環境づくり

2. 全ての世代への交通安全教育の推進
⚫ 子どもたちへの交通安全教育の推進

⚫ 大人を対象とした交通安全教室の実施

⚫ 関係機関と連携した啓発活動の推進
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代表的な取組の例

都市づくり、住宅、防災、交通

災害に強いまちの形成

⚫ 自主防災組織や防

災連絡協議会の設

立による地域防災力
の強化

⚫ 災害時における要配

慮者等への支援がで
きる地域づくり

⚫ 消防団の認知度向
上や魅力の発信

ニュータウン再生の推進

⚫ 「諏訪・永山まちづくり

計画」のリーディングプロ
ジェクトの推進

⚫ 「尾根幹線沿道土地

利用⽅針」、「愛宕・

貝取・豊ヶ丘等まちづ
くり計画」の策定

地域における防犯活動の推進

⚫ 自動通話録音機の
無料貸出

⚫ 地域による見守り体
制づくりへの支援

⚫ 空き家を「特定空き

家」にしないための取
組

地域で住み続けられる居住環境の整備

⚫ 住替え・居住支援協
議会の運営

⚫ 住宅確保要配慮者

に対する支援を強化

するため、「多摩市居

住支援相談窓口」を
設置

安全で快適な道路環境の整備

⚫ 歩道・道路のバリアフ
リー化の推進

⚫ 街路樹の維持管理

⚫ 街路灯のLED化の推
進

公共施設の適切な保全更新の推進

⚫ 道路・橋りょうの維持
更新

⚫ 公園の整備・維持・
管理

⚫ 下⽔道施設の維持・
管理・耐震化
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多摩市の施策の説明

環境

地球と人にやさしい持続可能なまちづくり 【環境】F1

F1-1 自然環境・都市環境の保全と創出

F1-2 スマートエネルギー社会の構築

1. 自然環境の保全
⚫ 緑地、里山など既存樹林、⽔環境の保全

⚫ 生物多様性の保全

2. 良好な都市環境の創出
⚫ 市民協働による持続可能なみどりの構築

⚫ まちの環境美化の推進

⚫ 健康に暮らせる生活環境の確保

1. 地球温暖化対策の取組
⚫ 環境負荷低減対策の推進

⚫ 自動⾞交通の合理的な利用の推進

⚫ 公共施設におけるエネルギー対策

F1-3 資源循環社会の構築

1. 環境負荷の少ない循環型社会の構築
⚫ 廃棄物・資源の適正処理と生活環境の維
持

⚫ ごみの発生抑制

⚫ ごみ減量・資源化の推進

F1-4
環境を支える人づくりと

パートナーシップの形成

1. 地域活動と連携した環境保全の展開
⚫ 市民・企業・行政の相互連携による環境保
全活動の推進

⚫ 環境を支える人材の育成と拠点のさらなる活
用

⚫ 環境に関する情報発信の充実
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代表的な取組の例

環境

自然環境の保全

⚫ 気候非常事態宣言

（生物多様性の基

盤となる⽔とみどりの
保全）

⚫ ⽔辺の楽校の活動な

どを通した⽔環境の
保全

⚫ 生物多様性の保全を

目的とした緑地などの
みどりの確保

地球温暖化対策の取組

⚫ 気候非常事態宣言（2050年
までにCO2排出実質ゼロ）

⚫ 公共施設の省エネ設備の導
入

⚫ 再生可能エネルギー導入の推
進

⚫ 環境配慮型のまちづくりの検
討

⚫ 公共施設の電力の脱炭素化
の推進

地域活動と連携した環境保全の展開

⚫ 民間事業者や中学

校・高校等と連携し

た、多様な主体が交

流する環境保全活動
の場の創出

⚫ 多摩市の自然環境を

保全する人材の育成
及び人材育成の支援

環境負荷の少ない循環型社会の構築

⚫ 気候非常事態宣言

（使い捨てプラスチッ
クの削減）

⚫ 食品ロス削減の啓発

⚫ ペットボトルの⽔平リ
サイクルの推進



29

本日のワークショップの進め方
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本日は、分野ごとの課題と具体的な対応策を考えていただければ
幸いです

分野

子ども・教育

健康、医療、介護、福祉

産業振興、雇用、観光

都市づくり、住宅、防災、
交通

市民活動、コミュニティ、
生涯学習、文化

環境

５月１３日（土）

○

○

○

ー

○

ー

５月１４日（日）

○

○

ー

○

ー

○

５月２１日（日）

ー

ー

○

○

○

○
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３回に分けて話し合いを行い、最後に話し合った結果を発表して
いただきます

最初の話し合い 「魅力」「課題」について話し合う

２回目の話し合い 「今後の取組」について話し合う

最後の話し合い 「わたしたちにできること」について話し合う

振り返り・発表 ３回の話し合いを振り返り、発表



和田あずみ
UXデザイナー
ビジュアルファシリテーター

多摩市在住の多摩市民です。
デザイン、事業開発、学校、行政
等、
600以上の現場で
グラフィックを用いた
ファシリテーションを実施。

本日は皆さんの活動を
グラフィックレコーディングで、
成果を可視化します。
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自己紹介タイム
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グループごとに、一人ひとりご自身のお名前、参加理由を紹介し
てください

•お名前

•参加した理由
１人あたり
３０秒程度

終了したグループは、前回のワークショップに
ついて情報共有をお願いします。
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エチケットを守って、気持ちよく話し合いましょう！

人の話をよく聴きま
しょう！

あなたの経験や考えを
積極的に話しましょ

う！

皆さんが平等に話せる
ように、短く簡潔に話
すよう心がけましょ

う！

発言を否定したり非難す
るのはやめましょう！

テーマに意識を集中して
話し合いましょう！

発言したことは模造紙に
どんどん書き込みましょ

う！
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最初の話し合い
（「魅力」「課題」の意見出し）
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最初はそれぞれの分野について、「魅力」⇒「課題」の順で話し
合っていただきます

（各分野について）
多摩市の魅力や他のまちにはない多摩市らしさは、

どのようなものがあるでしょうか？

（各分野について）
およそ１０年後を見据えて、多摩市で住み続けるた

めに心配なことは何でしょうか？
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目の前の模造紙の準備をしてください

多摩市の魅力 多摩市の課題
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まずは多摩市の「魅力」について話し合っていただきます

（各分野について）
多摩市の魅力や他のまちにはない多摩市らしさは、

どのようなものがあるでしょうか？

（各分野について）
およそ１０年後を見据えて、多摩市で住み続けるた

めに心配なことは何でしょうか？
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はじめに、皆さんが考える魅力を付せんに書き出してください
たくさんの魅力を書き出すことを意識してください

１分間付せんの書き出しタイム

子ども・教育

健康、医療、
介護、福祉

市民活動、コミュニティ、
生涯学習、文化

産業振興、
雇用、観光

都市づくり、住宅、
防災、交通

環境

• 子どもが多い
• 保育所が多い
• 〇〇公園が良い

• 高齢者が元気である
• 健康づくりイベントが多い
• 大きな病院がある

• ボランティアをする人が多い
• 近所の関りが多い、挨拶が多い
• 歴史遺産〇〇がある

• 有名企業○○の本社がある
• 求人が多い、時給が高い
• 大型商業施設〇〇がある

• インフラ〇〇が整備されている
• 公園が多い、大規模公園がある
• 治安が良い、犯罪が少ない

• 緑が多い、自然が豊か
• 動物や昆虫などをよく見る
• 〇〇川がきれいである

• 学校が多い
• 子どもから挨拶してくれる
• 子育て補助（〇〇）が充実している

• 高齢者を手伝ってくれる人がいる
• 障害者が住みやすい
• 医療補助（〇〇）が充実している

• 図書館がきれい、本がいっぱいある
• 有名な〇〇さんが住んでいる、出身地
• 文化イベントが多い、盛ん

• 〇〇産業の景気が良い
• 有名観光地〇〇へ行く人が多い
• 観光イベント〇〇がある

• 〇〇災害が少ない
• 道路が利用しやすい
• 〇〇までの鉄道アクセスが良い

• マイバックを使う人が多い
• ごみのポイ捨てが少ない
• 省エネ・脱炭素活動が盛ん
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意見を書いた付せんを、準備した模造紙に貼り付けてください
模造紙をながめ、まだ出ていない魅力がないか話し合い、新たな
意見が出たら付せんに書き出し、模造紙に貼り付けていってくだ
さい

多摩市の魅力 多摩市の課題

意見は付せんに書いて、模造紙に貼ってください
※ 一つの付箋には一つの意見を書いてください
※ 話し合いの最中も思いついたことがあればどん

どん書き出してください

１０分間付せんの貼り付け・話し合いタイム
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次に、多摩市の「課題」について話し合っていただきます

（各分野について）
多摩市の魅力や他のまちにはない多摩市らしさは、

どのようなものがあるでしょうか？

（各分野について）
およそ１０年後を見据えて、多摩市で住み続けるた

めに心配なことは何でしょうか？
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はじめに、皆さんが考える課題を付せんに書き出してください
たくさんの課題を書き出すことを意識してください

１分間付せんの書き出しタイム

子ども・教育

健康、医療、
介護、福祉

市民活動、コミュニティ、
生涯学習、文化

産業振興、
雇用、観光

都市づくり、住宅、
防災、交通

環境

• 子どもが少ない
• 保育所が足りない
• 遊ぶところが無い

• 高齢者の病気が多い
• 健康づくりの機会が少ない
• 病院が無い

• ボランティアをする人が少ない
• 近所の関りが無い、挨拶が少ない
• 歴史遺産が少ない

• 有名企業が無い
• 求人が少ない、時給が低い
• 大型商業施設が少ない

• インフラ整備が不十分である
• 公園が少ない
• 治安が悪い、凶悪犯罪があった

• 緑が少ない、昔より減った
• 動物や昆虫などが少ない昔より減った
• 〇〇川がきれいが汚い

• 学校が少ない
• 子どもとの関わりが少ない
• 子育て補助が少ない

• 高齢者の助け合いが少ない
• 障害者が住みづらい
• 医療補助が少ない

• 図書館を利用する人が少ない
• 文化芸術施設が少ない
• 文化イベントが少ない

• 〇〇産業の景気が悪い
• 有名観光地が少ない
• 観光イベント・行事が少ない

• 〇〇災害が不安である
• 道路が利用しづらい
• 〇〇までの鉄道アクセスが悪い

• エコ活動を行う人が少ない
• 街中でごみが目立つ
• 資源のムダ遣いが多い
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多摩市の魅力 多摩市の課題

意見は付せんに書いて、模造紙に貼ってください
※ 一つの付箋には一つの意見を書いてください
※ 話し合いの最中も思いついたことがあればどん

どん書き出してください

１０分間付せんの貼り付け・話し合いタイム

意見を書いた付せんを、準備した模造紙に貼り付けてください
模造紙をながめ、まだ出ていない魅力がないか話し合い、新たな
意見が出たら付せんに書き出し、模造紙に貼り付けていってくだ
さい
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似た意見の付せんを近くに寄せてグルーピングして、どのような
意見が出たか振り返りましょう

多摩市の魅力 多摩市の課題

似た意見は近くに寄せて、枠で囲み、どんな種類
の意見だったのか、名前を付けてください

２分間

駅前の自然が豊か

この後、いくつかグループでどのような意見が出たか、
会場全体で振り返りますので、発表者を決めてください
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魅力・課題のうち、それぞれ最も重要なものを１つずつ、発表を
お願いします

•最も重要（印象に残った）魅力とその理由

•最も重要（印象に残った）課題とその理由

１グループ
１分間
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休憩

５分間
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２回目の話し合い
（「今後の取組」の意見出し）
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２回目は「魅力」と「課題」に対する今後の取組について話し
合っていただきます

（各分野について）より良い将来に向けて、これか
ら取り組むべきことは何でしょうか？

1. 付せんにみなさんが考えた、話し合って新たに思いついた内容を書き出し、

模造紙に貼り付けていってください。

2. 最初の話し合いで出した「魅力」をさらに伸ばす視点、「課題」を（「魅

力」を活かして）補う視点で、それぞれ具体的な方法を検討してみてくだ

さい。
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はじめに、皆さんが考える取組を付せんに書き出してください
たくさんの取組を書き出すことを意識してください

２分間付せんの書き出しタイム

子ども・教育

健康、医療、
介護、福祉

市民活動、コミュニティ、
生涯学習、文化

産業振興、
雇用、観光

都市づくり、住宅、
防災、交通

環境

• 地域の子どもにやさしくする
• 学校などのイベントに協力する
• 子どもの虐待などをしない、あれば通報する

• 健康に気を付ける
• かかりつけ医やジェネリック医薬品に興味を持つ
• 助けが必要な人の手助けをする

• 市民活動に参加する
• 近所の人との交流を持つ
• 図書館・文化施設・スポーツ施設などを利用する

• 市内で買い物を心掛ける
• 事業者はより活動する
• SNSなどで多摩市のスポットを投稿する

• 住宅やインフラなどを大事に使う
• 地震への備えを持つ
• 交通安全に気を付ける

• 家などに緑を増やす
• ごみを減らす、再利用を増やす
• 省エネに気を付ける
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新たに思いついた意見はどんどん付せんに書き込み、模造紙に貼
り付けてください

意見は青色の付せんに書いて、模造紙に貼ってください
※ 一つの付箋には一つの意見を書いてください
※ 話し合いの最中も思いついたことがあればどんどん書き

出してください

１５分間付せんの貼り付け・話し合いタイム
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似た意見の付せんを近くに寄せてグルーピングして、どのような
意見が出たか振り返りましょう

多摩川の水辺で遊べる

空間を作る

似た意見は近くに寄せて、枠で囲み、どんな種類
の意見だったのか、名前を付けてください

この後、各グループでどのような意見が出たか、会場全
体で振り返りますので、発表者を決めてください

２分間
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出た取組のうち、重要なものを最大２つまで発表してください

•重要だと思った取組とその理由

１グループ
１分間
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最後の話し合い
（「わたしたちにできること」の意見

出し）
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最後は「今後の取組」を進めるために「市民にできること」と
「行政にできること」について話し合っていただきます

（各分野について）
今後の取組のために、わたしたちにできることは

何でしょうか？

1. まず話し合い用に模造紙の準備をします。

2. ２回目の話し合いで出した取組の中から、重要な取組を３つ選んでくださ

い。

3. その３つの取組に対して、「市民にできること」と「行政にできること」

を話し合ってください。

4. 付せんにみなさんが考えた、話し合って新たに思いついた内容を書き出し、

模造紙に貼り付けていってください。
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目の前の模造紙の準備をしてください

今後の取組 市民ができること 行政ができること
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検討の手順①：２回目の話し合いで出した取組の中から、重要な
取組を３つ選んでください

今後の取組 市民ができること 行政ができること

重要な取組、優先的に進めていくべき取組を
３つに絞り込む

１分間
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検討の手順②：それぞれの取組に対して、「市民にできること」
と「行政にできること」を話し合ってください

今後の取組 市民ができること 行政ができること

１５分間
「市民」と「行政」のそれぞれ10個程度出す
ことを目標にしてください

「市民ができること」の付せんは、
赤色に統一してください

「行政ができること」の付せんは、
黄色に統一してください
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グループ内での振り返り
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話し合いを通じて得た気づきや今後取り組みたいことなど、本日
の感想をひとこと、付せんに書き出してください

1. ３回の話し合いを通じて「新しく気づいた多摩市の良さや課題」

「今後自身で取り組みたいと思ったこと」など、本日の話し合いの

感想をひとこと付せんに書き出してください。

１分間
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感想をグループ内で共有してください。また、この後の発表の発
表者決めもお願いします

1. 付せんに書き出した感想を、グループの他の方へ１分間でお話しし

てください。

2. この後、最後の話し合いの結果（３つの取組と市民・行政ができる

こと）の発表をお願いしますので、発表者を決めてください。

１人１分間
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発表
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３つの取組について、「市民にできること」、「行政にできるこ
と」のうち、最も重要ものを１つずつ発表してください

それぞれの取組について

•「市民にできること」のうち最も重要なものを１つ

•「行政にできること」のうち最も重要なものを１つ

１グループ
２分間
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グラフィックレコーディングの
振り返り
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閉会の挨拶



本日は誠にありがとうございました。

アンケートのお願い

アンケートにご協力ください。
書き終わり書き終わりましたアンケートは、机上に置いて
お帰りください。


